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　NbSe2 は、雲母やグラファイトのような層状にへき開する物質で、２次元的な電気伝導性をも
つ物質である。NbSe2 は低次元伝導体で現象される電荷密度波（CDW）という現象が初めて観測
された物質でもある。また、CDW意外にも超伝導などの性質も示し、多くの研究者の興味を引き
つけてきた。
　D.W.Shen 等の研究グループは、この物質の CDW発生機構において、これまで１次元伝導体で
通説となっているフェルミ面のネスティングという考え方だけでは、理解することはできないと
して、電子のエネルギーと運動量を広い範囲で観測して、CDW発生の前後における電子構造の詳
細な変化を角度分解光電子分光により調べた。
　その結果、NbSe2 内の電子が互いに複雑に相互しあっている様子が浮き彫りにされた。ネスティ
ングの条件を完全に満足する部分以外においても、系全体のエネルギーを最低にする方向で電子
や結晶格子が変化していることが明確に示された。
　これにより、通常の CDW転移のシナリオでは説明の難しかった原因が明らかにされ、３０年続
けられたNbSe2 における大きな疑問が解消した。
　本研究の成果は、高温超伝導体をはじめとする２次元電子系のもつ電子ー格子相互作用により
引き起こされる CDW不安定性を考える上での重要なヒントとなり、２次元電子系を扱う広い研
究分野に貢献したと言える。
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